
石狩平野下流部における徴地形分類と地形発達

増川栄

はじめ氏

自本各地の海岸に拭砂丘が広く してお'〕， てれま な角度

から研究されている。特に最近以影態学的な研究と時特に，組党組進・海退会どの榔水準変花と

地形形成との関係や，考古学的な知見を取り入れた発達史的研究も大きな発建をとげている。調

る石狩平野下流部認 ζれまで多くの人々パよって研究されてきたがF それらは地質学

んど令占めていた。そζ で明、は，石狩m下流部iζ発還する砂丘地帯を

中心に，形態・粒要組或・露頭観察などから， 乙の姐誠のよ患形の特徴を明らかにして，

類同を作成する ζとそ臼的とし，本論を進めてし1く。

I 調査地域の諜観

し， jヒは樺月山地，酉~j;後恋・胆振山地，東は空地山地のl前úl である馬

追山地に限られた東語ほ;ま 36 Km，間北約 5 0阪の平地で‘める。いわゆる石狩低地帯の北半ぞ占

め，需は千歳火IU舟地が平野の西縁をとりまさ，北の半島状につき出た野幌丘震に続く。また，

ζの平野の北東は樺戸・空知両tU土患の間の滝川(民地i容となっている O 石狩11りま大雪~十勝火山野

ある石狩岳にその酷を発し 16 "" 1 7恥まで、はほぼ北々東に流れる。その後， 1lE!JII 市

を中心とするよJfl盆地に入る。上111設地は，穣・砂・粘土・シルトなどからなる呼い沖鑓!雷が広

く堆覆している平田な地彰となっている O そして，変成岩類の分布する神居古意の峡谷をぬけて

る。石骨平野を挟むその後背山地は，第三紀の士連j麗が広く分布し，標高 200m内外

り，その下iこは小さな扇状地がならん

でいる O その!f1で，札幌扇状地が最も大きく，豊平引の三角州を士吉として成長し，

扇頂として札蝿市北キ剥ず近には多くの清泉が分布している。

H 誠査方法

を大きく ゆ花辞浜堤列地帯 (3)紅葉山砂丘地都 の他の沖槙地，

の四つに分けて，それぞれの地域を現地調査による形態，議頭観察，四万分のーの空中写真によ

る判読，表層議議物の粒度組成考察を中I()Iζ行なった。その他，補足的に 2万 5千分のし 5]] 

分の 1の地形留と 20万分の iの地形分類関とを参考にした。尚，粒度分析万法としては，乾

燥させた話料 1007!をもrle rの標準簡でふるい分けをし 2・1・O.5・O.25・O.125・0.062

. < 0.062 mmのメッシュで 8 した。そして， セントをもとめ，累槙

曲線をえがき Inmanの式により， -分摂疫をもとめた。 6スケールはWentworth.
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軍調査結果

0) 

石狩砂丘地警は現症の海岸線沿い

砂丘である。石狩川河口お岸の知津狩か

まで連続しており，北東部iまど幅がい砂丘で

る

ある。垣見(1958 )によると， では砂丘

が 6-7列iこ達すると報告されているが，現主

では， ζ札ほどまではっきり確認できず，人工

的改変がすすみ，岨地・水田となゥている O ま

た，湖岸但IJの2-3タiはほと人どがハマナスは

おおわれ，土壌f弱は発達していない砂丘未熟土

壌である。内陸側の 3-4列はカシ し

ており， J予さ 10-30cmの ~.H急の砂費f~還が分

指し，その杓ζは臼っぽい妙買層がある。

石狩砂丘地手替の主iこ栂岸鎚の 2-3タIJの砂丘から露頭を観察した上で2-4ケ両度自民採集した O

その特度組成・中央粒経髄(MdO )・分級度 (σφ) を議べた結見~， A ・ 5 ・ C.Dの 4 つのJf~

』こ分類することができた。 A型は2φ に80%以上集中するもの B棋は 2r.Hこ60-8 0%集

中するもの， C型は 2o会;60 %以下で 3oより重量パーマントが大きいもの D引はC引と逆

をみると 2oに持大部がで2φ より 8φ の重量パーセントが大きいものであるo サン
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めるのが80 %以上ある o C型・ 5型はA型.B型と異なり 4つの型のうちで最も分級がわるい

ものである。これら 4つの翠のうち， A型・ B型は重盤パーセントの集中度では違いがあるが，

それでも 2oの秒、が多く， A型では 90%以上2必に集中するものもあち，両型とも創成砂と思

われる。 c型・ D型も昆成砂ではあるが，全体的に分級がわるい乙とから水の彰響をうけたもの

と考えちれる。会型の中央粒径髄 (Mdφ)と分級度 {σq;)をみると， A型1.44・0‘42，話型

L 69・0.54，C型 L90・0‘70，D型 2.01・0‘62(ただし C型・ 0型とを合計するとMdO

2.00，σφO. 65 ) となれ中央粒荏笛と分綾衰の簡に詰正の椙関関係がある乙とがわかる。欝

とを考えあわせるとA型は新砂丘互(Dyll 九日型は新砂丘I( Dy I )， C型・ D型は

新砂丘11( Dy 11)ではあるが， A盟より7Jくの影響などをうけたものと思わ机るむ

次iζ 乙の 4 つの型がどのようは分布しているのかをみてみる。第 2~より A翠・ 8型と c型­

D型とではその分布iこはっきりした違いがある乙とがわかる o A聖・ B型詰忍狩川河口付近から

で、JLい範囲iこわたって分布しているのに対し， C型・ D型は分部謡・大浜・新JI1河

口付近に集中しているo各型の分市の這いは石狩倍、地帯広流れ込むj河川の影響が主な護国と思

われる。前記のようにA型・ B型は分級がよい。乙れはA型.B型が分布しているところに流れ

込む石狩JlIの翠搬する均質が糧砂・シルトが主である ζ とに胡係している。石狩JlIは，上流のよ

)[1盆地，中流の富良野盆地などの比較的大きな盆地に砂レキなどり粗粒物農を堆積し，下流域で

は当然細粒物質の堆積物が多くなる。一万， C型・ D型が多レ新川河口付近では新111臼捧現在は

人工的iこ流路が[8)議的になっているが，以前は平野の酉鶴のlLi陵ほ沿って曲流していたものと思

われる。従って新11[に流れζむ中小の支流は山陵かちの粗粒物質を連接するため薪Jf[河口付近の

砂丘は中央粒待値・分級度とも大きな植民なっていると笥えられる。また， ζの他の要因として

は，沿岸流の影響も考えられる。石狩湾に流れこむ小持Jl Iは石狩111に代表されるよう iこ ~t1i1こ河

flが[九jし1ている Q 特に石狩111河口付近は海岸線が 1916----1965年の興に最高 300mも前進してい

る地域もめり， lJ:i. 11が運搬する物質の量だけでは考えらιなし'0銭函から石狩町万向に流

れる沿岸流が分布の語いに少しは反映されているものと思われる。

ωJE鮮浜堤タIJ地摺

花群浜堤列地摺は石狩砂丘地帯と紅葉rLJ砂丘地部とにはさまれる幅 3----4KrnO)誤堤ダrjと浜場列

関紙地とのくりかえしからなっている。浜域は魁 50 cm，比臼は 1----2mくらいでiまほ梅岸線と

平行している。浜堤ダ11地指は大部分が水間・畑作地となっており，特に最近では石狩湾新設地域

開発計i両氏伴なう土地改良事業などの土木工事iこより大きく袋を変えつつある Q 浜堤列では黒色

ii'J買層(上音院土f爵)，火山灰(持前降下街i崩)，そしてそのrKは明るい福色の砂層(
土壊f国)J出発達している。 ζの下部土壊層はj日臨クロスナ層にあたるもの(上杉・ j皐藤， 1973 ) 

であるが，形成時の気候条件を反映して明るい補色砂となっている。これはポドゾJレ作用・洗脱
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イヒをうけたもむと考えられるD

粒度分析の結果，全体の平均値でMdO1. 84，σo 0.76となり粒慶結成は 2つの型ζわかれ

る。ただし，再型とも 2φ3φ の集中護が多少違うだけで千世の粒径で、は重量パーセントの髄

がlまぽ等しく，7..kの彦響のうけた状況の遣いそ疫映したものと思われる。再52!とも石狩Jfl流域

のものであり r花辞浜壌列地帯は主に梅成砂を示す粒径組成のタイプである。(上杉ら. 1973)出
という報告を考えあわせると，堆積畿の持川の号響がσo0.76という高い績に付加されている

ものと思われる G

。)紅葉山砂丘地帯

紅葉山砂丘地需は石狩海岸より内陸へ 5-6Kmのところにあり，長さ約 18 Kmで，

岸練に平行して遺跡でき，わが国の内陸砂丘としては大きなもののひとつである。現在は札輯市

の都市北の波により宅地進或地化されつつあり砂丘帯としての連続した形態としてはほとλど残っ

ていえEい。幅は約。‘ 5-1Kmであり，南西端にあたる新Jflとの合流点付況から急に幅が狭くなち

新111左岸の手橋地区でみられなくなる。分断された(国々のが¥圧をみると，北西一南東万向に長軸を

をもっ，馬蹄型であり，一種の縦列砂丘ともいえるものである。代表的露頭そ観察すると，表層20

-30cmlζ砂費寝食層で、ある上部黒土層，その下部には ロームIJ).1 0 - 2 0 

C時さらにその下部には灰白色の細砂である く。粒度分析の結果，試料全体の平

均値ではMdo 1. 71 ， σφO. 61となる。砂丘地帯は石狩川によって分断されていて，石狩'"在

岸 -15狩川と茨月111の問・茨声lfI左岸の8つの地墳に民:分でき，それぞれ粒度分析結果も異って

いる。 3地域とも彫成された時期は時じであるがその笹白石狩Jflの貫流に伴う水の影

響が特に σOlζ皮映されている。また，夜戸JI [左岸は，砲の地竣と異って石狩111

流していると ζろであち，大きく曲流しているためより水の艶饗ゃうけたものと思わ

れる。

性)砂丘のおいたち

日本各地の沖模平野 る砂丘・浜堤列はー較に 8列ある。石狩平野下境部で、も同様であ

るが，海岸制から第 2チIj自にあたる砂壬が地の砂丘と比べて騒が広くなっており，形態的はは浜

堤タjが多数排列したものとなっている点で少し特異なものとなっている。このような地形は，九

十九里浜拘岸に類叡しているが，いずれにしても地形発濯の違いを反映しているものと思われる。

おおまかな地形発遣は次のようになる。①縄文梅進により紅葉山砂丘の基撃が形成され，その後

のゆるやかな海退ととも 山砂丘の背後はうグーンイヒし，その後

してし可くo@縄文中餌慣には花畔浜堤列は離水しており， じま

るo その後1.500 -1， 000年前頃日小海進があり，吾狩砂丘の議獲が彫戒された。

なお，石狩111は紅葉山砂丘貫主主後は現河道とはあまり変わらないと思われる。 ζれは才碑砂堤
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11がつくったと患われる自然環窃や出向道が発見されなかったことか きる。

五F まとめ

7ご

きく 3 き，乙れら を示していると

れる。

でハマナスはおおわれているも 互，カシ しているも

し紅葉山砂丘は吉砂丘北あたる。

砂丘は{患の砂丘と異なる縦列砂丘であり，形態の違いは基盤比例らかの影響があるの

ではないかと思われる。

石狩平野下流部は他の沖積平野の砂丘と比べて中央粒径値・ きし'0乙才uま，

流入しているためと患われる。

進めるにあたって有益な助言をいただいた水野先生，粒度分析に協力してくれ

く感謝の意を表し
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